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６
月
定
例
会
で
は
、
各
課
に
お

け
る
事
業
の
進
捗
状
況
の
調
査
を

行
っ
た
。

　

総
務
課
で
は
人
事
・
財
政
な
ど

の
所
管
を
担
っ
て
お
り
、
職
員
に

対
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹

底
、
人
材
育
成
な
ど
が
議
論
さ
れ

た
。
ま
た
、
今
後
５
年
間
の
財
政

収
支
の
見
通
し
も
報
告
さ
れ
、
厳

し
い
財
政
事
情
の
確
認
を
行
っ

た
。

　

山
間
部
で
の
獣
害
（
サ
ル
）
対

策
に
つ
い
て
質
疑
が
さ
れ
、
地
域

と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
米
の
生
産

調
整
の
団
地
化
の
進
捗
状
況
、
担

い
手
確
保
の
問
題
な
ど
も
話
し
合

わ
れ
た
。
特
に
、
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
を
活
用
し
た

都
会
か
ら
の
移
住
者
の
受
け
入
れ

の
推
進
な
ど
、
委
員
か
ら
の
提
案

も
あ
っ
た
。

　

今
年
度
も
、多
く
の
道
路
改
良
・

維
持
補
修
等
の
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
町
道
だ
け
で
な

く
、
国
道
・
県
道
に
対
す
る
要
望

も
多
い
状
況
で
あ
る
。引
き
続
き
、

計
画
的
な
町
道
管
理
と
、
国
・
県

に
対
す
る
強
い
要
望
活
動
を
望
む

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
、
特
に
湖
東
三
山
館
の

利
用
が
低
調
な
の
で
、
そ
の
対

策
、
方
向
性
に
つ
い
て
質
疑
が
さ

　

彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合

で
の
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
議
論

が
中
心
と
な
っ
た
。
竹
原
地
区
が

候
補
地
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
町
内
で
賛
成
・
反
対
の
意
見

が
渦
巻
い
て
い
る
。
こ
の
新
ご
み

処
理
施
設
へ
の
、
町
長
の
ス
タ
ン

ス
を
問
わ
れ
、
町
長
か
ら
「
彦
根

愛
知
犬
上
広
域
行
政
組
合
の
管
理

者
会
で
進
め
て
い
く
事
案
で
あ

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

旧
町
営
住
宅
愛
知
川
団
地
の
処

理
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が
さ
れ

た
。
地
元
と
の
調
整
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
の
状
況
把
握
を
行

っ
た
。 　

６
月
11
日
（
月
）
開
催

　

6
月
12
日
（
火
）
開
催

農
林
振
興
課

建
設
・
下
水
道
課

商
工
観
光
課

管

理

課

総
務
課（
危
機
管
理
対
策
室
）

環
境
対
策
課

総務産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

６
月
定
例
会

　
そ
の
他
、
総
務
部
門
で
は
、
税

務
課
、
総
合
政
策
課
、
人
権
政
策

課
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
進
捗
状

況
等
が
報
告
さ
れ
た
。

れ
た
。
今
後
、
民
間
業
者
へ
の
相

談
な
ど
を
行
い
、
利
用
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
中
山
道
の
活
性
化
に
つ

い
て
も
議
論
さ
れ
、
８
月
に
オ
ー

プ
ン
さ
れ
る
街
道
交
流
館
と
あ
わ

せ
て
、
商
店
街
の
活
性
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

９
月
末
完
成
予
定
の
「
ゆ
め
ま

ち
テ
ラ
ス
え
ち
」
を
６
月
11
日

（
月
）
に
視
察
を
行
い
、
順
調
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

工
事
完
了
後
に
お
い
て
は
、
よ

り
良
い
運
営
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

注
視
し
て
い
き
た
い
。

現　
地　
視　
察

①
75
歳
以
上
の
人
間
ド
ッ
ク
実
施

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
町
か
ら

は
「
実
施
は
考
え
て
い
な
い
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
。

②
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
拡
大
の
考
え
に
つ
い
て
質
さ

れ
た
。
町
長
よ
り
、「
高
校
生
世

代
は
、
免
疫
も
大
人
に
近
づ
い
て

い
る
の
で
考
え
て
い
な
い
」
と
答

弁
さ
れ
た
。

①
自
殺
対
策
強
化
事
業
に
つ
い

て
、
協
議
会
で
評
価
を
進
め
て
い

県
内
６
町
の
中
で
は
多
く
、

件
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
地
域
も
含
め
子
ど
も
を

見
守
る
目
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

児
童
相
談
所
が
担
当
し
て
い
る

重
篤
な
ケ
ー
ス
は
39
件
。
こ
れ
に

は
児
童
相
談
所
だ
け
で
な
く
町
・

学
校
・
県
の
福
祉
事
務
所
・
警
察

な
ど
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

る
。 答

○
民
生
部
門

○
教
育
部
門

教
育
民
生

　
常
任
委
員
会
・
活
動
報
告

教
育
民
生

　
常
任
委
員
会
・
活
動
報
告

　

当
委
員
会
が
担
当
す
る
民
生
部

門
・
教
育
部
門
の
平
成
30
年
度
事

業
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

　

主
な
議
論
は
次
の
と
お
り
。

　

６
月
13
日
（
水
）
開
催

　

６
月
14
日
（
木
）
開
催

住

民

課

健
康
推
進
課

教
育
振
興
課
・
給
食
セ
ン
タ
ー　

生
涯
学
習
課

図

書

館

歴
史
文
化
博
物
館

子
ど
も
支
援
課・つ
く
し
保
育
園

６
月
定
例
会

く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

②
健
康
寿
命
・
介
護
予
防
に
有
意

義
な
健
康
体
操
と
健
康
レ
シ
ピ
は

セ
ッ
ト
で
町
民
全
体
に
周
知
す
る

よ
う
取
組
む
べ
き
と
委
員
よ
り
指

摘
が
あ
っ
た
。

③
各
種
検
診
で
要
精
密
検
査
と
な

っ
た
人
の
そ
の
後
の
追
跡
に
つ
い

て
質
さ
れ
た
。

①
「
児
童
虐
待
に
つ
い
て
、
愛
荘

町
の
実
態
と
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

愛
荘
町
の
特
徴
は
、
新
興
住
宅

が
増
え
て
、
近
く
に
祖
父
母
が
居

ら
れ
な
い
・
支
援
者
が
近
く
に
い

な
い
な
ど
の
孤
立
化
が
虐
待
に
繋

が
っ
て
い
る
。

②
町
立
保
育
園
と
民
間
保
育
園
間

と
の
格
差
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
内
容
的
な
差
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
園
ご
と
に
特
色
あ
る
運

営
が
さ
れ
て
い
る
」
と
答
弁
さ
れ

た
。地

域
福
祉
課

①
町
内
に
転
入
さ
れ
た
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
情
報
周
知
の
徹
底
を

委
員
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
。

②
共
同
作
業
所
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
数
と
定
員
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

っ
た
。

長
寿
社
会
課

①
あ
い
し
ょ
う
版
「
ス
ポ
ー
ツ
×

健
康
づ
く
り
×
地
域
づ
く
り
」「
健

康
レ
シ
ピ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
」

は
直
ぐ
に
効
果
が
出
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、「
継
続
が
大
切
」
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

②
守
山
市
の
施
設
に
お
い
て
、
高

齢
者
虐
待
の
報
道
が
あ
っ
た
。
愛

荘
町
で
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、

質
疑
さ
れ
た
。

①
教
育
長
の
選
任
が
遅
れ
て
お

り
、
教
育
現
場
に
大
き
な
影
響
が

出
て
い
る
。
早
急
に
対
応
す
る
よ

う
町
長
に
強
く
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
先
の
小
学
校
給
食
費
着

服
事
件
に
つ
い
て
ず
さ
ん
な
取
扱

い
が
問
題
と
な
る
。
先
の
広
報
折

込
に
よ
る
「
お
詫
び
チ
ラ
シ
」
で

終
結
し
た
と
す
る
教
育
委
員
会
に

対
し
て
、
再
発
防
止
上
「
原
因
の

究
明
・
責
任
の
所
在
・
費
用
弁
済
・

今
後
の
対
応
」
に
厳
正
に
取
組
む

よ
う
指
摘
し
た
。

②
小
中
学
生
の
学
力
・
学
習
調
査

で
県
平
均
を
下
回
る
こ
と
に
対
す

る
各
校
の
学
力
向
上
策
・
い
じ
め

と
不
登
校
・
学
校
改
築
つ
い
て
議

論
し
た
。

　
「
生
涯
学
習
は
、
全
国
民
が
主

体
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
。
そ
れ

を
保
障
す
る
た
め
の
働
き
か
け
と

条
件
整
備
は
行
政
の
責
務
」「
人

づ
く
り
の
大
切
さ
・
学
び
直
し
と

生
涯
学
習
」「
今
年
五
愛
塾
が
中

止
に
な
っ
た
が
ど
う
す
る
の
か
」

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
現
状
」
等
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

　

町
民
に
と
っ
て
歴
史
文
化
博
物

館
と
は
な
に
か
、
存
在
感
の
あ
る

施
設
に
す
る
努
力
が
大
切
で
あ

る
。

　

地
理
的
な
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る

が
人
を
呼
ぶ
企
画
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
た
。

　

祝
日
は
閉
館
と
な
っ
て
い
る
。

土
・
日
と
同
様
に
町
民
の
利
用
希

望
が
多
い
。
開
館
に
向
け
て
検
討

し
て
欲
し
い
。

　

図
書
館
周
囲
の
雑
草
な
ど
環
境

面
へ
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る

等
の
意
見
が
出
た
。


